
特  集 事業承継が進まない理由と事例にみる解消のヒント

レストランときわ

昭
和
14
年
に
先
代
が
三
番
通
り

に
「
と
き
わ
食
堂
」
を
開
業
。
昭

和
45
年
に
山
田
氏
が
現
在
の
地
に

新
し
く
出
店
し
た
。
東
京
の
有
名

ス
テ
ー
キ
店
で
修
業
し
た
山
田
氏

が
腕
を
振
る
う
「
ス
テ
ー
キ
丼
」

が
看
板
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
洋
食
が
ま

だ
憧
れ
だ
っ
た
時
代
を
経
て
、
今

で
は
三
世
代
の
家
族
が
食
事
に
訪

れ
る
。

「
む
か
し
は
、一
張
羅（
い
っ
ち
ょ

う
ら
。
一
番
良
い
服
）
を
着
て
、

食
べ
に
行
っ
た
と
こ
ろ
な
ん
だ

よ
」。
地
元
の
人
か
ら
、
ハ
レ
の

日
の
食
事
は『
と
き
わ
』に
決
ま
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
同
店
だ
が
、

ご
子
息
は
他
の
仕
事
に
就
き
、
そ

の
後
な
か
な
か
後
継
者
が
見
つ
か

ら
な
い
ま
ま
、
時
が
過
ぎ
て
い
っ

た
。
現
在
は
、
体
力
と
も
相
談
し

な
が
ら
、
月
～
金
の
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
の
み
営
業
を
し
て
い
る
。

そ
ん
な
時
、
大
野
市
の
担
当
者

か
ら
候
補
者
を
公
募
し
て
み
な
い

か
と
、
福
井
県
が
今
年
度
初
め
て

実
施
す
る
『
後
継
者
全
国
公
募
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
紹
介
さ
れ
た
。

「
地
域
に
愛
さ
れ
る
『
と
き
わ
』

の
味
と
の
れ
ん
を
、
誰
か
に
引
き

継
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
強
い
想

い
を
胸
に
、
全
国
に
向
け
た
情
報

発
信
で
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る

候
補
者
が
み
つ
か
る
こ
と
に
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

「事業承継が進まない理由」として、最も大きな課題は“後継者がいない”こと。大野
市の恐竜街道沿いに店舗を構える『レストランときわ』のマスター	山田將雄氏（77）は、
後継者不在の悩みを抱え、解決の糸口を探していました。そんな時、耳にしたのは福
井県が実施する『後継者全国公募プロジェクト』。味とのれんの承継にこの制度を活
用することを決めました。

老舗の味とのれんを引き継ぐために、
公募で後継者探しに挑戦
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レストランときわ
所在地：大野市友江12-6
代表者：山田明子氏
事業内容：飲食業（洋食）
TEL	0779-65-3060

事業承継計画作成のスス
メ

～後継者と始める事業承
継の最初の一歩～

承継○前に使える制度 承継○後に使える制度
ふるさと企業経営承継円滑化補助金（福井県）
［事業改善型］
◦助成後３年以内に事業承継を予定している満60歳以上の中小企業者の
事業改善に繋がる店舗改装、設備導入などを支援

　【補助上限300万円、補助率2/3以内】
［承継準備型］
◦満60歳以上の中小企業者の親族外承継の準備に必要な企業価値の評価
に伴う経費を支援【補助上限20万円～150万円、補助率1/2～2/3】

［事業創継・再編統合型］
◦親族以外の第三者が後継者不在の企業を引き継ぐ際の事業用建物の改
装、設備導入、設備承継、技術承継など初期費用を支援　※年齢等に
条件があります。【補助上限300万円、補助率2/3以内】

ふくいの老舗逸品承継発展補助金（福井県）
◦創業から50年以上経過した、県内小規模老舗企業の事業継続のため、
後継者等の新たなチャレンジを応援（対象経費：新商品開発に係る経
費、事業用建物の改装、設備導入経費等）
　【補助上限300万円、補助率2/3以内】

事業承継補助金（全国）　
◦事業承継やM&Aなどをきっかけと
した新しいチャレンジを応援（対
象経費：店舗等借入費、設備費、
原材料費等）

◦承継内容により
　Ⅰ型（補助上限150～200万円）／
　Ⅱ型（同450～600万円）あり。
　※補助率はいずれも1/2～2/3以内

◎事業承継を契機に経営革新や事業
転換を行う場合は、持続化補助金
（全国）、新分野展開スタートアップ
助成金（福井県）なども活用でき
る場合があります。

このほか、特例承継計画の福井県への提出（［法人］2023年3月31日まで	［個人］2024年3月31日まで）
などにより、株式や事業用資産に係る相続税や贈与税の納税猶予を受けられる制度があります。

Q．事業承継計画とはどんなもの？
事業承継ネットワークでは、事業概要や沿革、
強み・弱みといった現状分析、会社・経営者・
後継者がそれぞれやるべきこと、事業承継まで
の段取りとスケジュールを、A3判用紙１枚にま
とめたものをお勧めしています。
→様式はこちら
	http://www.fisc.jp/sho_k/business/

Q．事業承継計画をつくるメリットは？
◦後継者と一緒に事業承継を考えるきっかけに
なります。
◦引き継ぐべきものや対応すべき事項、承継ま
でのスケジュール等が明確になり、今後事業
承継を進めていくための指針となります。
◦協力を得たい関係者（従業員や取引先、金融
機関等々）へブレない説明ができます。
◦経営者・後継者双方の決意が固まります。

Q．計画づくりはどのように進めればよいの？
専門家の助言を受けながら進めると、精度の高い計画づくりが

スムーズに行えます。事業承継コーディネーターへの相談や、事
業承継ネットワークが実施する無料の専門家派遣事業を利用し
て、短期間でよりしっかりした計画づくりに取り組みましょう。

【事業承継ネットワーク	専門家派遣事業】
◦中小企業診断士を中心に、税理士、弁護士などが専門家登録
◦事業承継コーディネーターが相談者に合った専門家を選定し派遣
◦派遣回数5回、3ヶ月程度が目安（費用は一切無料）

Q．出来上がった計画書は補助金や特例税制の申請			
　	にも使えるの？
補助金や税制の特例を利用するためには申請の際に事業承継

計画の提出が求められます。あらかじめ十分に検討を重ねた計
画を作成しておくと、実効性のある内容での申請がスムーズに
できます。

※補助金には募集期間（主に年度始め）があります。随時、事業承継ネットワークが運営する「事業承継ポータルサイト」
などでチェックしてください。条件等は変更になる可能性がありますので、
必ず応募要領で確認してください。（以下は2019年度募集時のもの） 福井県事業承継

後継者候補が決まったら、
一緒に事業承継計画づくりに

取り組みましょう。

①福井県『後継者全国公募プロジェクト』	
11月公募開始！

後継者不在の小規模事業者の後継者候補を広く県内外から公募し、
マッチングを図る『後継者全国公募プロジェクト』が11月から公募を開
始します。マッチング後は、承継のための研修等の活動費（県外から
のＵＩターン希望者のみ）や、承継時の初期費用の支援も行います。

②第三者承継を支援する県・福井県事業承継ネットワークのその他の制度
創業型の事業承継や産地内での再編統合など、親族以外の第三者への承継を応援する事業を行っています。

　◆福井モデルの事業創継推進事業
後継者不在企業とUIターン者や地域おこし協力隊との

マッチングを支援します。

　◆優れた技術等の見える化事業
口伝などで引き継いできた優れた技術やノウハウを見える
化するための手順書やマニュアル作成を支援します。

　◆地場産業サプライチェーン維持支援事業
廃業によりサプライチェーンの分断等の懸念

がないか現状診断を実施。必要に応じて福井県
事業引継ぎ支援センターなどと協力し、合併・
再編等の支援を行います。

大野市商工観光振興課
藤田託也さん

大野市には、『ときわ』さんのように
長年市民に愛されるお店が数多くありま
す。全国公募制度によって大野の魅力的
な店舗を知ってもらい、事業承継のきっ
かけとなるよう期待しています。

看板メニューのステーキ丼（税込1,500円）

お問い合わせ先 ①福井県産業労働部（TEL	0776-20-0367）　②福井県事業承継ネットワーク（TEL	0776-67-7422）

主な補助金等

山田將雄 氏

910 vol.39 vol.39




